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1 課題

(1) オーバーフローのチェック

上記実習の例では２つの 4ビット入力を加算して 5ビット出力を出力
しているが、入出力すべて 4ビットに改造し、

S <= (’0’ & A) + (’0’ & B);

の部分を

S <= A + B;

のように変更した場合、たとえば A=15、B=15では Sは 4ビットでは表

示できない値になる。実際に Sが 4ビット幅の場合 Sの値はどうなる

か？

(2) ビット幅変更による回路の変化

上記実習の例を 8ビット入力+8ビット入力＝９ビット出力になるよう
に改造し、SCIROCCOで動作確認を行い、速度最速の回路合成を行え。
レポートには以下の内容を含むこと

• A=255、B=255の時のシミュレーション波形

• 速度最速で実現した回路図

• その回路の面積と速度

2 解答

(1) オーバーフローのチェック

以下の図は adder4を変更したもののシミュレーション波形である。
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図 1: シミュレーション波形

この結果から分かるように、出力が 5bitになる場合にオーバーフロー
をおこして本来あるべき最上位 bitを無視した出力をしている。

また変更前と変更後の回路面積は以下のようになった。

変更前 (通常の回路) 変更後 (通常の回路)

変更前 (速度最速の回路) 変更後 (速度最速の回路)

結果より、いずれの場合も変更後の方が回路面積が小さくなっている。
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(2) ビット幅変更による回路の変化

以下の図は,上記実習の例を 8ビット入力+8ビット入力＝９ビット出
力になるように改造し、SCIROCCOで動作確認を行い、速度最速の回
路合成を行った結果である。

図 2: A=255,B=255のシミュレーション波形

図 3: 速度最速で実現した回路図
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図 4: 回路の面積

図 5: 回路の速度
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